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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

萩
往
還 

萩
城
下
町

第
1
回

は
じ
め
に

　

さ
る
７
月
28
日
に
萩
市
東
部
地
域
で

発
生
し
た
集
中
豪
雨
は
、
１
時
間
雨
量

が
観
測
史
上
最
多
の
１
３
８
・
５
㎜
を
記

録
す
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
記
録
的
な
豪
雨
で
あ
っ

た
。
こ
の
豪
雨
に
よ
り
、
家
屋
の
全
半

壊
、
床
上
・
床
下
浸
水
は
１
千
棟
を
超

え
、
道
路
、
河
川
の
損
壊
に
よ
る
幹
線

道
路
等
交
通
網
の
寸
断
、
通
信
手
段
の

途
絶
な
ど
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。

　

こ
の
災
害
発
生
直
後
か
ら
、
多
く
の

自
治
体
等
よ
り
お
見
舞
い
、
支
援
物
資

な
ど
心
温
ま
る
ご
支
援
を
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
の
意
を
申

し
上
げ
た
い
。

　

今
回
の
集
中
豪
雨
は
実
に
多
く
の
貴

重
な
教
訓
と
課
題
を
与
え
て
く
れ
た
。

災
害
に
脆ぜ

い
じ
ゃ
く弱
な
道
路
交
通
網
や
停
電
等

に
よ
り
情
報
伝
達
手
段
が
十
分
に
機
能

し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
災
害
状
況
の
把

握
及
び
分
散
す
る
小
集
落
で
の
救
援
活

動
に
大
き
な
支
障
を
来
た
す
こ
と
と

な
っ
た
。
今
後
、
防
災
体
制
の
在
り
方

に
つ
い
て
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
見
直
し

を
行
い
、
災
害
に
強
い
、
市
民
が
安
心
・

安
全
に
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て
取
り
組
む
決
意
で
あ
る
。

　

ま
た
、
９
月
17
日
に
は
、
萩
反
射
炉

な
ど
８
県
11
市
の
28
資
産
で
構
成
す
る

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産 

九
州
・

山
口
と
関
連
地
域
」
が
、
今
年
度
の
ユ

ネ
ス
コ
へ
の
世
界
文
化
遺
産
推
薦
案
件

と
し
て
決
定
さ
れ
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
萩
市
が
こ
れ
ま
で
関

連
団
体
等
と
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
き
た
こ
と
に
よ
る
大
き
な
成

果
で
あ
る
と
と
も
に
、
世
界
文
化
遺
産

登
録
を
目
指
す
本
市
に
と
っ
て
大
き
な

前
進
で
あ
り
、
平
成
27
年
の
確
実
な
登

録
に
向
け
て
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

「
萩
往
還
」の
整
備
と
活
用

　

慶
長
５
年（
１
６
０
０
年
）の
関
ヶ
原
の

戦
い
に
敗
れ
た
毛
利
輝
元
は
防
長
２
カ
国

に
移
封
さ
れ
、慶
長
９
年（
１
６
０
４
年
）、

萩
に
開
府
し
た
。
以
来
２
６
０
年
余
り

の
間
、
萩
は
毛
利
36
万
石
の
城
下
町
と

し
て
発
展
し
、
幕
末
期
に
は
近
代
日
本

の
礎
を
築
い
た
多
く
の
人
々
を
輩
出
す

る
明
治
維
新
胎
動
の
地
と
な
っ
た
。

　

今
日
ま
で
城
下
町
の
佇
ま
い
が
都
市

遺
産
と
し
て
継
承
さ
れ
、
日
本
で
数
少

な
い
「
江
戸
時
代
の
地
図
が
そ
の
ま
ま

使
え
る
ま
ち
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
も
全
国
の
範
と
な
る
よ
う
に
、
都

市
遺
産
を
保
存
・
活
用
す
る
「
萩
ま
ち

じ
ゅ
う
博
物
館
」
と
い
う
先
駆
的
な
取

り
組
み
等
を
大
胆
か
つ
確
実
に
展
開
し

て
い
き
た
い
。

　
「
萩
往
還
」
は
、
慶
長
９
年
の
萩
城
築

城
後
、
城
下
町
萩
（
萩
市
）
と
瀬
戸
内
の

港
・
三
田
尻
（
防
府
市
）
を
ほ
ぼ
直
線
で

結
ぶ
街
道
と
し
て
拓
か
れ
た
全
長
約
53

㎞
の
道
で
あ
る
。

　

こ
の
道
は
、
萩
藩
主
が
参
勤
交
代
に

用
い
る
「
お
成
り
道
」
と
し
て
整
備
さ
れ

た
が
、
山
陰
と
山
陽
を
結
ぶ
陰
陽
連
絡

道
と
し
て
、
人
々
の
往
き
交
う
重
要
な

交
通
路
と
な
っ
た
。
幕
末
に
は
、
維
新

の
志
士
た
ち
が
往
来
し
、
歴
史
の
上
で

も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　

し
か
し
、
幕
末
以
降
、
藩
庁
が
山
口

に
移
さ
れ
る
と
往
来
は
少
な
く
な
り
、

特
に
大
正
・
昭
和
に
な
る
と
自
動
車
道

が
別
ル
ー
ト
に
整
備
さ
れ
た
た
め
、
約

３
０
０
年
の
間
、
基
幹
路
線
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
た
「
萩
往
還
」
は
輝
か
し
い

歴
史
を
秘
め
た
ま
ま
、
い
つ
し
か
雑
草

に
覆
わ
れ
山
路
同
然
と
な
っ
て
人
々
の

記
憶
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

し
か
し
、
往
時
の
ま
ま
の
石
畳
や
一

里
塚
な
ど
の
遺
構
、
連
な
る
杉
や
松
の

木
立
等
が
姿
を
留
め
て
い
る
こ
と
か
ら

歴
史
街
道
と
し
て
再
評
価
さ
れ
、
昭
和

56
年
度
か
ら
昭
和
63
年
度
に
か
け
て
、

生
活
道
路
以
外
の
古
道
と
関
連
遺
跡
を

中
心
に
往
還
を
保
存
す
る
た
め
の
整
備

が
進
め
ら
れ
、
平
成
元
年
に
は
「
国
指

定
史
跡
」
に
指
定
さ
れ
た
。「
歴
史
の
道

百
選
」「
美
し
い
日
本
の
歩
き
た
く
な
る

み
ち
」「
夢
街
道
ル
ネ
サ
ン
ス
」「
日
本
風

景
街
道
」
な
ど
に
選
定
さ
れ
、
全
国
的

に
も
歴
史
的
な
価
値
を
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
こ
数
年
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

人
気
と
相
ま
っ
て
、「
萩
往
還
」
に
は
、

風
景
を
賞め

で
つ
つ
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
を
楽

し
む
た
め
、
年
間
約
２
万
人
の
人
々
が

訪
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
長
い
歴

史
の
蓄
積
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
「
萩

往
還
」
の
歴
史
的
環
境
、
美
し
い
景
観

の
保
全
継
承
を
基
本
と

し
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

道
を
「
萩
往
還
」
の
将
来

像
と
し
て
、
街
道
観
光

を
テ
ー
マ
に
し
た
新
た

な
観
光
魅
力
の
創
出
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

世
界
文
化
遺
産
推
薦
も
は
ず
み

萩
往
還
の
観
光
街
道
化
の
推
進萩は

ぎ

市
長
　
野の

む

ら村
興こ

う

じ兒

萩反射炉

唐樋札場跡(萩往還）

一升谷の石畳

萩往還ウォーク

新連載

　

萩は
ぎ
お
う
か
ん

往
還
は
、
慶
長
９
年（
１
６
０
４
年
）

毛
利
氏
に
よ
る
萩
城
築
城
後
、
そ
の
城

下
と
三
田
尻
（
防
府
）
を
最
短
距
離
で
結

ぶ
参
勤
交
代
道
と
し
て
拓
か
れ
た
陰
陽

連
絡
道
で
、
延
長
は
52
・
７
㎞
の
街
道
。

　

近
世
の
庶
民
や
維
新
の
志
士
た
ち
の

通
行
路
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た

し
た
。

　

元
々
は
、
室
町
時
代
に
山
口
を
中
心

と
し
て
放
射
状
に
造
ら
れ
て
い
た
道

を
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
整
備
し
た
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。

　

当
時
の
ま
ま
残
る
宿
場
町
、
石
畳
、

峠
道
な
ど
自
然
景
観
と
調
和
し
た
町
並

み
や
街
道
の
風
情
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で

き
る
。

一
口
メ
モ

萩往還

総
延
長
52
・
７
㎞
で
山
陰
と
山
陽
を
結
ぶ

日
本
を
近
代
化
へ
導
い
た
維
新
の
道「
萩
往
還
」

企
画
協
力: 

全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」


